
リーダーの本棚

　
書
評
な
ど
で
接
す
る
経
営
者
の

愛
読
書
は
ビ
ジ
ネ
ス
書
、
歴
史
、

自
己
啓
発
な
ど
幅
広
い
が
、
同
じ

本
が
挙
が
る
こ
と
も
多
い
。
経
営

者
が
「
文
化
資
本
」
を
共
有
す
る

と
い
う
事
実
は
大
変
興
味
深
い
。

　
米
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
で
先
月
起
き

た
経
営
者
の
解
任
と
復
帰
の
騒
動

は
、
背
景
に
人
工
知
能
の
リ
ス
ク

を
巡
る
思
想
の
違
い
が
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
こ
と
の

な
い
も
の
が
人
類
の
未
来
に
影
響

を
及
ぼ
す
と
な
れ
ば
、
議
論
が
思

想
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
の
も
当
然

だ
。
そ
の
関
係
者
の
「
リ
ー
ダ
ー

の
本
棚
」
を
の
ぞ
く
と
、
背
後
に

広
が
る
風
景
が
う
か
が
え
る
。

　
当
初
解
任
さ
れ
た
ア
ル
ト
マ
ン

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の

愛
読
書
に
は
経
営
書
や
ベ
ン
チ
ャ

ー
業
界
の
定
番
本
に
加
え
て
歴
史

書
や
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
『
自
省
録
』

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は

日
本
の
経
営
者
に
通
じ
る
。
リ
ア

リ
ス
ト
の
故
か
歴
史
書
は
近
現
代

史
だ
。
総
じ
て
、
新
興
企
業
の
危

急
存
亡
に
向
き
合
う
た
め
の
ツ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
印
象
だ
。

　
か
た
や
解
任
側
の
複
数
の
理
事

は
「
効
果
的
利
他
主
義
」
に
関
与

が
深
い
と
い
う
か
ら
、
そ
の
背
表

紙
は
想
像
し
や
す
い
。
解
任
側
に

付
い
た
研
究
責
任
者
は
論
文
が
愛

読
書
だ
そ
う
で
色
が
少
な
い
。

　
ア
ル
ト
マ
ン
氏
と
と
も
に
同
社

の
生
み
の
親
で
あ
り
な
が
ら
、
今

年
に
入
り
開
発
の
一
時
停
止
を
求

め
る
書
簡
に
共
同
署
名
し
た
イ
ー

ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
は
ど
う
か
。

　
経
営
書
や
歴
史
書
も
見
え
る

が
、
歴
史
は
古
代
ま
で
遡
る
文
明

史
だ
。
そ
し
て
ア
シ
モ
フ
『
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
』
を
は
じ
め
数

々
の
Ｓ
Ｆ
。
慈
善
団
体
が
つ
か
さ

ど
る
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
の
統
治
機
構

に
は
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
銀

河
系
の
全
知
識
を
保
存
す
る
善
意

の
財
団
）
を
生
ん
だ
Ｓ
Ｆ
的
想
像

力
が
宿
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
Ｓ
Ｆ
の
多
く
は
破
滅

の
危
機
と
救
済
を
巡
る
物
語
で
あ

り
、
神
話
と
同
じ
「
英
雄
の
旅
と

帰
還
」
の
構
造
を
持
つ
。
英
雄
マ

ス
ク
氏
が
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
の
危
機

を
救
い
た
く
て
ヤ
キ
モ
キ
す
る
図

な
ど
を
想
像
し
な
が
ら
年
末
の
読

書
を
楽
し
む
の
も
一
興
だ
ろ
う
。
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